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す。まず，伝送信号 S(t)は長さ N の２つの系列 s1(t)
と s2(t)に分けられる。分けられた情報はダイバシチ
効果を実現するため，表 1 の伝送手順に従い，2 つ
のアンテナからビット系列を伝送する。第一フレー
ムでは，アンテナ１から s1(t) の信号を送信し，アン
テナ２から s2(t) の信号を送信する。同様に，第 2 フ
レームでは，アンテナ１から-s2*(N-t) の信号を送信










R1(t) = s1(t) h1(t) + s2(t) h2(t) +n1(t), (1) 
ただし，はたたみ込みを示す。また，r2 フレーム
では, 時間反転回路と複素共役回路を用いて，受信信
号 R2(t) を以下のように作成する。 
R2(t) = s1 (t) h2*(-t) - s2(t) h1*(-t) + n2(t). (2) 
但し， h1*(-t)と h2*(-t) は時間順序を逆順に入れ替え
複素共役を取った通信路のインパルス応答を示す。 
*   原稿受付 平成 24 年 10 月 23 日 






R(t) =H  s(t) +n(t), (3) 
ここで，R(t)と s(t) 及び n(t) は以下である。 












































を用いて信号 )(~ ts を取り出す。 
)(~ ts  = HH R(t) = HH H   s(t) + HH n(t) 
=[h1(t) h1*(-t)+h2(t) h2*(-t)] I  s(t)+ v(t),(4) 
但し， )(~ ts と HH と v(t) は次式となる。 



































.   
得られた信号 )(~1 ts と )(~2 ts は最尤系列推定器に入
り，ここで最終推定信号系列 )(1ˆ ts と )(ˆ2 ts を推定す
る。 最後に，コンバイナで，送信信号と対応した最






















































図1  Lindskogの送信ダイバシチシステム 
 
表１  伝送フレーム構成 
Transmission order 0 1 2 3 
Frame number r1 r2 r1 r2 
Antenna 1 s1(t) -s2*(N - t) s1(t) -s2*(N - t)







図 2  干渉通信路モデル 
 










タ d(k) と一緒にシンボル x(k) {0, 1, ･･･, 7}に対
応付けられ，その後 8PSK 信号 S(k)に写像される。 
8PSK 信号は Lindskog の送信ダイバシチに入り，
2 節と同じ信号処理が行われる。この信号処理によ








~ ts と )(2~ ts に変換され，コンバイナに入る。コ
ンバイナは送信信号 S(t)と対応した信号 )(~ tS  を出力
する。 






















kxkkdPkxL , (5) 
但し，Y は 受信信号 y(k) の系列を示している。ま
た，同様に，復号器２はインタリーブされた受信信



























































































図３ 提案システム (Enc は畳み込み符号器，Dec は復号器，
LE は線形等化器，DAE は判定補助等化器を示す。) 
















器は推定した信号 )(ˆ kS から符号間干渉を作成する。
シンボル D は遅延素子を示す。 )(kh は式（４）の
インパルス応答を示しており、次式で計算する。 
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: Correct phase 
 



























干渉波の電力も同じとした。符号器は(11, 02, 04)8 
[5]の Ungerbock 符号とし，符号器内の疑似ランダム
インターリーバの長さを 1023 とした。線形等化器
は，タップ数 22 個の RLS アルゴリズムを用いるも

















100 ISI 10(direct+9delay waves)
Training length = 200 symbols

































































Training length of RLS algorithm[symbol]
Avarege CNR=12[dB]
iteration = 1 time
iteration = 2 times
iteration = 3 times
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